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平成 13年度 2 300千円
平成 14年度 1 800千円
4.研究業績





第 6 回全国大会講演論文集~， pp.471-474， 2000年
浅田 医「目標に準拠した評価の教育学的背景j，W教育フォーラム 29 EI擦に準拠した
評価の考え方と実際~， pp.109-116， 2002年
藤岡完治『関わることへの意志一教育の根源~，国土社， 2000 








法~， pp.1-11，医学書院， 2002 
7号， pp. 2001 
喜久子編『看護教育講座3.看護教育の方
細川和仁@西森章子@姫野完治「新聞を用いた授業設計における教師の思考J，W日本教育
















『日本教育工学会論文誌(日本教育工学雑誌)~，第 26 巻 3 号， pp.129-141， 2002 
年
ニ橋功一・山崎正吉・梅津 実「教育実習生と指導教官が焦点をあてる教育実践の活動を
構成する因子の特徴J， W 日本教育工学会論文誌(日本教育工学雑誌)~，第 26 巻
増刊号， pp.73-78 
西之圏構夫 rw教育方法学』の多人数授業における教育技術J，W教育工学関連学協会連合
第 6 回全国大会講演論文集~， pp.475-478， 2000年
津本和子「教材の機能化 学習教材開発からの授業研究アブローチJ，W教育工学関連学協
会連合 第 6 回全国大会講演論文集~， pp.51-54， 2000年
津本和子「はなしことばの指導J，田近淘ー・井上尚美・大熊 徹編『教員養成基礎教養
シリーズ 新版・小学校国語科授業研究~，教育出版， 2001年
































上光洋は表に示すように， 1.授業記録の方法(1.観察(授業を頭の中にたたき込む)， 2. 
観察筆記， 3.写真， 4.テーフレコーダー， 5.VTR， 6.その他)， I.授業記録の対象(1.抽
出児， 2.グルーフ活動， 3.教授行動， 4.学管行動， 5.授業全体)， il.授業分析の視点(1.
教材研究・分析 授業設計 3.こどもの内的・外的行動 4.教師の内的・外的行動(教授
スキル)， 5.コミュニケーション過程， 6.教師教育との関連)， N.方法論(1.目標論・評価
論， 2.授業設計論， 3.教師の知覚@認知，コミュニケーション分析， 5.評定尺度， 6.認知












ιょ注工工 1.捜業記録の方法 立.授業記録の対象 lV.授業分新の視点1 234 5 6 (7) 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 備 考鋭察ー守-1:'1ふ写点、テレ3‘VTR，その他 お11¥児.~江1丹!IiIJ. 教照行動‘ γ:1Ini!lilJ.全体 教材¥，1立，H.一刊に教自IliJlli.W川
1.重松鷹泰、八回昭平等 o 00 0 O O O O O O 00 。o0 子どもの思考、カルテ、堀)11小学校
q受業分析のI:I!論と実際j 年代により見なる
2 斎藤喜博 。0000 O O O O O O 00 (Q) (Q) 0 教授学建設、専門職としての教師の技術の体系化、
f肢擬J受業、介入段来、模擬授業への介入j 年代により見なる 「教育J(国土社)の“授業研究" (国・理・体・膏)
3.坂元昂 O O O O O O O 00 000 目標・内容マトリックス、授業設計・実施・評価・改
rCOMET rt;、本1関分析J 善の一連のシステム、フランダース
4.木原{建太郎 O O O O O 000 ベラックの分析をふまえて
f綬業のコミュニケーション分析j
5.水越敏行 O Oフリー O O O O O 00 。o0 評定尺度法、フリーカード、イラスト、相互作用
「授業研究のh法論j カー ド 分析、フランダース
6.西之圏靖夫 O O 記Ef O O O O(Q) 000 教授行動を含む授業設計
fシミュレーション・ゲームj
7.小金井正巳 O O O O O O 00 o 0 (Q) 相互作用分析にもとづく授業シミュレーション、





9.藤間信勝 O O O O O o (Q) 0 VTR中断とディスカッション、メタ・ストップ
fストップモーションh・式j モーション、 TC型i季語記録を否定
10.吉晴静夫 O O O O O O O o (Q) 0 意思決定、再生刺激法、 VTR中断法、シェーベ
f教師の恵・思決定と授業研究j ルソン
11.藤岡完治 O O O O O O O 00 000 教師教育のためのコース・テキストの開発、シエ
r 1:受業研究コースの開発j 一ベルソン
12.井上光洋 o 0 O O O O O 00 o (Q) (Q) 教授行動のアセスメント・フィードパック・フィ


























































































請から，ベラック(Bellack，A. A.)，フランダース(Franders，N.)，ホウ (Hough，J. B.)・
































































ともいえる.なお，日本教育工学雑誌はマイクロティーチング(第 4巻 3号:1980)J 
「教育実践研究(第 11巻 2/3号:1987) J I授業研究(第 18巻 3/4号:1995) Jそして
「教育実践研究の方法論(第 26巻 3号:2002) J等の特集号を編輯し研究成果を結合さ
せ，その時々の教育の課題へのアブローチの示唆の役割を果たすとともに，日本教育工学














































































































































































究をすすめた.これらの研究成果は， w学習過程の実践的研究 (1959)~ ， W北海道大学教




















期する. (規約 2)J I授業研究に携わる実践者，専門領域研究者，心理学者，教育学者の







れた『教授過程~ (オコン:Okon，W./細谷俊夫・大橋精夫(訳):1959)， W授業の分析~ (ザ

































原田悦子(1993) r分析のためのデータ化j， W プロトコル分析入門~，新曜社，





Clarack.C. M. & Perterson， P.L./山崎正吉:訳 (1986/1993) Teachers' Thought 



































































































砂沢喜代次(編)(1971) W集団思考の教育原理~ r講座授業と集団思考 1J，明治図書
また，雑誌『授業研究Jの 1960年代，1970年代発行のものが下記のような特集を組ん
でおり参考となった。
• r特集:授業記録の科学的分析法J(1964年9月号) ，1965年 11月号「特集:研究授
と授業研究はどうちがうかJ(1965年 11月号)， r特集:教科の論理と子どもの認識の
ずれJ(1965年 12月号)， r特集:認識過程と集団過程の関連を探るJ(1966年 12月(臨
時増刊)) 
r6旬日本独自の授業研究」については 次の文献を参考に概観した.




















































































































次のような要求を提起した。 r1 授業参観の場合、机間巡視をしないで下さい。Jr 2 授
業中、ノートを取ってみないでください。Jr 3 放課後必ず私たちとの話し合いをもって
? ， ， ，? ?




















































づくり JW授業研究~ 2 3号、 1965年 10月号。②吉本均・広島県比婆郡森小学校「学
習への態度変容の実践過程J W授業研究~ 3 3号、 1966年7月号。③吉本均・広島県比
婆郡森小学校『集団思考の態度づくり』明治図書、 1966年 10月号。さらに、森小の「集
団思考の態度づくりJの研究@実践は、現代学級経営研究会において『現代/学習集団づ




































括と 21 世紀教育への展望-~ (科学研究費補助金・総合研究A.研究成果・ 2年次 中
間報告)1995年。藤原幸男「戦後教育実践における『授業と集団Jの問題J吉本均研究
代表者『教育方法学研究における「知の枠組みJ(パラダイム)に関する学際的・総合的

















































































うかJという問題提起をし、 r( 1 )教科教材の論理j と r( 2 )授業過程の論理j の2つ
の視点について展望しつつ、この章を書き終えている。全授研の第4回から第9田への展
っ ?? ?


































































































































































































































































































































































































































4ポイント 契機 。反応 ←一 一 一ー -J結果/提起されたζと
教科指導と生活指導の統大西忠治氏が、斉藤喜博氏の f出口」 実藤氏は論文「教師の実践とは何かJ ・f非難をしあっただ!tJで、斉藤氏
iーを求める の授業記録には、生徒集毘、子どもので大西氏を批判、教科指導と生活指導 1も大西氏の批判の意味を十分理解せず
把握の菌で問題があると接関を投げかの統一を求めた授業であると反論す iに終わっている。
ける/斎藤氏の子どもの見方と教材のる。大西氏も論文 f教締にとって実践 i'教科教育としての f授業jのあり





の基本概念になり得る rゆさぶりj概念を“娃ってみる"と!① f森の出口jを巡る教材解釈と分析 i教節としての指導のあり方について湾
か)に焦点をあてる 1して fゆさぶりjの典型にあげられて十の仕方、授業記録の捉えかたを巡る論!検討すること







f出口・ゆさぶり論争j 大久保忠利氏が、論文 r~ゆさぶり 2 ・論争/論評/論述する場合の基礎基!.各論者が論及範圏及び論争への注文
を契機に派生してきた研論争に実りを求めてJを雑誌 f現代教本→論文とは侭か ;を提案する




















































































美が雑誌「授業研究J(1977年 9月号)において展開していたげゆさぶりJ批判(1 ) J











宇佐美寛 … 7丹 r出口j論争の構造

















吉田章宏 1979年9月 「疑うj と「信ずるJ (下)
宇佐美寛 1979年11月吉田章宏氏の文章一「ゆさぶりJ論(1 ) 
宇佐美寛 1979年12月授業と授業記録一「ゆさぶり」論(2 ) 





















































































Encode的利用 教師(現職教師)の実践 自己の授業実践に関する記録 自己の授業実践を対象化すること
(授業記録を分節 的能力を高める ができる
化・ステージ化し、 自己研修・研究に珪接結 自己の実践の知見を他の教師に伝





Decode的手IJ用 すぐれた教師が保持して 熟練教師(本章では斎藤喜 すぐれた教師の実践的能力の行動





























































RT50 議月、井よ、横須賀各氏!こ対して:斉E襲警1専の授: 表膚的な営業を絞んでいても;去知的なことはでて i
4量産を対象イとして阪究するということは、どのよう こない、客鍛約に伝達可能な授業技術という側磁;
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の第 50回日本教育学会「ラウンドテーブルj より rいま問い直す斎藤喜博の「授業論j
























斎藤授喜業博によ 斎勝喜博の代表的実践 斎藤教授学を検討していく方向 対象化して研究するというこ
る 実践に は何か、国語の代表的 と、より高度な技能を対象とす とはどのような手法をとるこ
ついて 実践としてどういう授 る斎藤システムという捉えかた とによって対処できるのか



































































































(1970) r教授学部会の研究方向J、斎藤喜博ら編『教授学研究 1~、 p.63-78、国
(1972) rrゆさぶり J 概念の検討j 、斎藤喜博ら編『教授学研究 3~ ， p.24-50、国




日比裕 (1978)r子どもの追究姿勢とゆさぶりの 、現代教育科学 NO.261、明治図書、
p.33-39 
広岡亮蔵(1978)rゆさぶり j をゆさぶる」、現代教育科学NO.261、明治図書、 p.5-18
岩浅農也 (1978)rゆさぶりJ概念、と必要性一社会科の授業で J、現代教育科学 No.261、
p.47-53 
71<越敏行(1978)rレベルわけの手だての明確化をJ、現代教育科学NO.261、明治図書、p.26-32
























(1979) r続・問いの構造- 田章宏氏に J、現代教育科学NO.268、明治図書、
p.103-107 
宇佐美寛(1979)r再び「ゆさぶりj概念をめぐって」、現代教育科学NO.264、明治図書、p.82-92
宇佐美寛 (1979)r吉田章宏氏の文章一「ゆさぶり j論(1 ) J、現代教育科学 NO.274、明治
p.87-105 
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連帯 ベーグ ペ号ー百曹!.Iの 写実への::J ;A Y ト 本悶F23寧
① .9.5 4.4・"5 ⑦倣科"書ぬの12b8 ちと方の.iwC日E目~f芦町であ内るζ.， .2舗王争のの望書情人援かしら 1いIí唱-，で、nて鎗ロいEる~~であ墨l s 
② 96 44 -45 。"とf3Jl; 3 
③ 9 7 48暢 49教科書を小鎗にかかえ.京E車&&1こ食勺てかか噌て，反t畠している. 14 
③ 98 48“49 ③"と{窃じ 沼海i主連続写真であり， ~ZOW)I;:絞り 115 
⑤ 99 47 長H ・li・を1⑨Z王手lQ()でa⑦.中10fLE③と人ie2zEのし前織でのはfI1はIでしb勺むてしいろる後.のf27あhれ!i当おかしいは の窃
⑤ 1 00 47 ⑤9tと~なり.鉛.を右手でも勺ている.わか勺たと思。たが，級事び 8 
⑦ 1 0 1 47 ③"を畿で.また考え出す 7 
③ I 02 47 <(G沼渇1.連続写真である} 8 
⑨ 123(上) 4 2帽 43俊3震の中で，緊強はみられない純然あいあいとして， ~員口約の俊旋風策 1 
⑬ 123(下) 44・'"5 ⑨I2lU:)と同じ 2 
。 12Hよ} 4 7・'"8 m.wを!旨しはがら反11している 11 
⑫ lZH下) 47・'"8 線級事ん， ~量ロをE理事れる 1 2 
。 1 25 47 どう考えたらよいか， 1まう然としている 10 
⑬ 1 2 6 4 4・45VJ版It③202Wである.①95，③96から続く 4 
⑬ 121 (よ} 4E 80 畑・4E 9 1 磁の出ロについて.湾政筏Aの白血ロ 1 7 
⑮ lZ7{下} 47暢 48 自分の怠Jtを，.wtlを憎してい勺ている 一l13 s ⑫ 1 28 45s0W・4591 子ども何人かわか勺て書ている
⑬ 1 29 49 チャンチゃンコのそFどももよ〈わか勺て畠た 2"0 
⑫ 1 30 4 9 どうしてわからなか勺たんだろうと 19 



















































1983 NHKテレビで 4国シリーズ「教師であり続ける Jが放映される

























































思想者 人名 教締を教える 学習の 学んだこと そのイl!!
場所名 授業外の場面 内容
学習の渇 学習教材・素材 行動・道具 喜平{蕗・印象・エピソー ド 生活
宮下勅夫 大村教室、石 内地留学、 児家文学の議 fこのことばこそj図書家、国語の '貰還する物
(長野県
:1j:庄司、東京 年に一度の実践発表会J 度、 と題する語勾・語 授業、 はー なり"、
関谷市立









倉沢先生、 秋田県民語教育研究会主催の 指導授業、議義、 子どもたちが作成 大村先生の国語への素養、
柏木勇夫 全県大会、冬季国語教脊研修 発想、教材研究、 した資料、 手提げの紙袋、









野宗駿夫 広島大学の野 全日本間語教育研究協議会、 指導技術、指導方法の多 f教えるとい
(広島燥 地先生、紅葉 彩さ、確かさ、大村先生 うことj
立誠之館 川中学、 の具体的な実践、実践の 大村はま語
高等学校 精神 録、
教諭)







膏木幹勇 中野のサン・ れまなしことばjに関する指 f鋼人文集…わ 国語科の指導にお f課題作文様j、 生徒環解の深さ、







北元滋教 五反限駅、機 研修生、 国語教室通信、 ノート指導、文集 劣等生の見えな 手作りの資料、多 教えられる姿勢の確立、
(富山県 上線、石川台、 授業参鋭、 のいろいろ、語義 い教室、国語教 くの資料、休憩時 自己に対する厳しき、
氷見市立 東京教育大学 指導、古典指導、 室 問、録音機のコー 自信に満ちた捜業実践、

















回想者 人名 教締を教える 評f蕊・印象・ 学んだこと そのf也
場所名 授業外の場面 学習の内容 学習の場 学習教材・素材 行動・道具 ヱピソード 生活
伊様車王子
高知釈、 Aさ 第11回高知県国語教脊 黒い2存靴、締である人、 おしえられるとい
(高知大学






結解馨 水戸、海老原 国語科笑銭研究発表、 生きる力と生きたこと 大村教室、 真の教師の資絡、 f国語教室おりお
(荻域県水戸 能生、 日本国語教育学会月例 I!、単元学習の記録の箱、 教紡の構え、 りぱなしJ
市立第二中学 会、 「奨学年間提携学
校教諭) 習jの笑践報告、
古JI亮一 [自己紹介jの学習、、f話グ fある生徒の感iltJとい 後しい笑顔、美しい醤 国語学留が自分自 f教えるという
(神奈川県相 勾の使い方jの学習 う資料、 業 身の人生を考える ことj
模原市立相武 )¥1ープごとに分担、司会 f宮沢賢治jの学習、 生徒一人一人の人絡を 場






懇親会の席 大下学留の第 包閣総教育研究 新しい図語教科書書、 安野光雄、 f旅の絵本J、作文教 準備作業、 関心の織の広〈多方磁に張り巡 観劇、名所!日

















吉田叢 神奈川県教育 大り村方担患の時間の'J 践f訟を続はけいられる際志方法かによい と思って






iJI台中学 実践研究発表会、軽井沢での研 B余名の診加者、 単元学習、 毎年8余名の生徒 七つ道具とい 先生の進取の血筋、機械や小滋 本Aに行くa、資料というもののあり方、 f大卒1"'止ま図言語教室j
桑原揮を 校、西尾笑先 究会、 一人一人た資の料名前が
何十枚、何百枚もの資料、 小われ選JるZ様々 な S無Z量Iこ震銭のけおて話喜い子るき、機微に強い人 資存ー料すのる盟一主大人の幸人、資爵料の後iこ介後、普かれ

















場所名 授業外の場窟 学習内容 学習の場 学習教材・素材 行動・道異 ド 生活
50人分の作文の山 先生との約束で いろいろなプリント、副読 藁半紙 同じ教材l立一度とおf史
教室はしんと静まり返っていた 決められた記号 本 いにならなかった








国語の授業 5遺書:室 今日の授業のためのプリン ハンドベル、 「モモjのような人 大村先生 話紫だけでな 先生の授業が憂
北!原圭子 書くことと考えることと読むこと ト、色のきれいなシール、 移動黒敏、小 鋭い感覚 の生活は く体で会得し 欝な生徒
(石川台中 が非常に多かった 色商用紙 さな丸イス 超人的 たもの
学校卒) 一対一











I君、 学級新聞、 グルプ学習 学習材料の吏紙 消篠的な子 国語科教締、学級担任 都立大学 広く人間を育 クラス会 fおは
小林明 伊藤君、羽鳥 人中読売と名付け 新関づくりの単元学習 に発言のヒ 先生のバイタリティーと 駅近くの てる本来の姿 ま会j、生き証
(東京都立 知之、 た学校事時期、 生きた体験学習 ント 勇気、信念の留さ 関{皆りの 人
立川ろう学 河口湖畔 運動会の号外、 校外学習、 お宅 多くのやっかみ
校教諭) 一泊泊りの修学旅 手紙の撃事き方、会議の仕方、雑誌 半分の批判、父
第八中学校 行、 の編集、読み、書き、話し、きく 兄1;1:危俣の念
卒 の活動
学習記録、
石)11台中学 読書生活の記録、 生徒たちによるグループの作業、 図書室、 教科書を使う単元、 fことばJ
小林俊介







府立第八高 実践研 一年で作文、一年で講説、作文板、 一日に度は 厳しい姿勢、 4稜の日 自分を際くこ
吉田恵美子 女、石)11台中 究発表 赤ペンの批評、自分の響いた作文、 本展をさ長く 刊新聞、 と、




府立第八高女 連絡事項 態読、作文、文法、密造 社会生活の基本 fことばの勉強
















場所名 綬量産外の場面 行動・道具 エピソード 生活
井上敏夫






教室、談話、授業、講話、教鯨として 中学校の留 新聞、単行本、パンフレッ 山本安~の 木下瓶一氏、 5 0王手
鈴木栄三






新しく発掘された教材、自身の教材と 大村国語教 手引き、大村先生の学習の、 8身がすぐれ
の出会い、毘語科、国語教錦、 室、 手引き た読書人、自
読書材、教材発掘、単元学習、読書生 図書館で展 身の豊かな読
















閤想著者 人名 教簡を数える 学習教材 学んだこと その{也
場所名 綬重量外の場面 学習の内容 学習の場 . ~軽材 行動・道具 2軍備・却象・エピソード 生活
佐悶智子 第八高女、新鋭
新しい教材や 小柄な老婦人、初々しい女学生のような 教師という有・在 戦日新開の[いま学校でJシリー ズ、
中学、 授業法の開 雰関気、 「すごい言葉j、 f天理lJ は f銭J、教え / (朝日新 発、 先生の存在そのものがまさに教師 るということは
間社会部 傭別指導に近 一品の芸術品、 生きてみせるこ
記者) い指導、 と、
大問毘立石JI台 主幹冗の発想と 準傍輩の審榔、新しい本 "教える"一中学校教諭大村はま一、
杉街路明 中学校、 展開、 具体的な事実を大切にし事実から緩れな f私の自叙1~J ~教え続けた 50 年"
(NHK高松 広島大学野地調 い授業、授業を組織するということ、 t受 大村はまー
放送局デイ 家、 業を生み出す準備の大切さ "大村iまま先生に学びて"NHK教育テレ
レクター) ピ f教師の時間j、"実践の記録"
諏訪海女持代、 体育・音楽・ 当時の取材(撮影) 授業の秘密を f教科一辺倒ではない新しい授業j授業 教え子がよく授業 "教える"ーψ学校教諭大村はまー
杉崎勝明 藤原ていさん 美術といった
の限界を超えていた とく 3つのカ を創造するプロ、 f秘の授業、テレピで の内容を記憶して 授業を紹介するだけで勝負できる勢線、
自黒人中時代、 分野の研究会、 授業、私の力量では はわかりにくいでしょう。無理でしょうj いる 二万フィートに及ぶフィルム、(斑区高松
浅井昇、石川 及iまない授業 多くの共通点 教師とは何かを原点に返って考える番放送局放送















表 7 大村はまを回想、する 4つの
場 i 人数
「授業実践者 j として i どもを教える→
(教育学者など〉 大村はま個人→評価@


















































































































第 1校時 第2校時 第3校時
テーマ
単元名










































































いる学習記録等を整理すると，昭和 53 (1978)年6月 9日に東京都太田区立石川台中
学校 1年生において「旅の絵本」を用いた授業実践が行われている.当日は学校において
研究授業が行われており その詳細は表9のようになっている.
10 9 8 7 6 5 4 3 2 1さ|長
私の もし 絵の ぼ「 こ「 こ「 吹き 心か とら 働く こ 訪間 人生断章 せ 予ど 旅た 旅 あ絵」本の
加加中くここ らえ に もよ
ええのはにに出し心て笑うも労働 なが(り記日 ど
たるど馬人人 へ 人 三 そ旅ん γ
いなのにカ間ミカ関t を の こ のの 」
ーら人乗 っひ 走生誕生こ 妹、そ日認録 なよ
ペかつ生いけ る活が に 形つ
l私にできるるき あ だのでて
ジのな て」 あ たう とる れ白 書く
こつ人いと う い人生 と
ので生る始 こ う う き日 ヒ
ペ蓄く探を」とまる ばと 逃げ ふう ず幼め の々 ン
し雪詩 に 議トジいに るとい
をろ行る各 ら 子どいつ詩ペ と え
ろた しミ て も
の ン つ
人 た出 N 丸田 よ
と つ 語な) る
















筆者が図化したものである.よって，昭和 52 (1977)年度の記録と昭和 53 (1978) 
度の記録とを見比べてみると，昭和 52 (1977)年度に，大村はまは「旅の絵本Jを用
いて 10通りの授業実践が可能であることを示していた.それら 10 通りのうちの 1つで
ある「ここにも人の生活が 動認でとらえてJが次年度の昭和 53 (1978)年度に引き継が
れ，展開されていることがわかる.
(4)授業記録から晃る大村はまの働きかけ



























Tö1おじさんでもいい?まあ.泌をili~1て!ん fー っていいますけども. !.!~の













































































































Wilson，S.M. ， Shulman，L.S.ふRichert，A.E.(1987) "150 different ways" of knowing: 
Representations of knowledge in teaching. In J.Calderhead (Ed) ， Exploring 
























木下竹次は， 1872 (明治5)年に福井県に生まれた. 1898 (明治 31)年に東京高等師範文
科を卒業後，奈良県師範学校教諭兼同校付属小学校の主事をつとめた.その後，わずか 1年 9
カ月後に富山県師範学校教諭兼同附属小学校主事に転任し，そこでは幼稚園を開設するなど実
験的な経営を行った. 1904 (明治 37)年，鹿児島県師範学校教諭に転任し， 1910 (明治 43)
年 4月には鹿児島県女子師範学校校長，翌年 5月には鹿児島県立第二高等女学校の校長とな
り，新教育に基づく教育実践を開始した. 1917 (大正6)年に京都女子師範学校に移動する




























































































































児童雑誌「伸びて符くJを創刊し(1921年)，さらに， 1922 (大正 11)年には学習研究会の
機関誌として「学習研究」を創刊したJ(中野， 1972)という.学習研究は，創刊当時の 1922






ていた.奈良女高師への参観者は， 1920 (大正9)年度4，188名， 1921 (大正 10)年度6，532
























































































































表2 木下竹次の授業研究に関するキーワード群 ( )内は該当ページ
学外向け 学内向け その他






「伸びて行く j ならびに 二月末は毎年尽阪神へ授業参 学習研究の原稿，一日二 教師全員の学習へ
学習研究に紹介 (22) 観，一日中授業を参観，夜は 晩，欽まず食わず(36・37) の協力，常に良い
主事木下先生をはじめ諸 きまって批評会，終了するの 教官室， rooさんちょっ 雰囲気の醸成(30)
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校長先生のご指導，お苦しい位，教材や教授法の研究に努 毎年， 年間の御 ベテランの先生が
力された校長先生は十分間にも足りない授業参観で， 自分の研究なり， 揃っていて下さっ
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浅田 匡 (2002) 目標に準拠した評価の教育学的背景.人間教育研究協議会編『教育フ
ォーラム 29 eI擦に準拠した評価の考え方と実際』





石戸教嗣 IN.ルーマンの教育システム論JW埼玉大学紀要教育学部(教育科学 1) ~ 40 
巻 1
河本英夫 (1995) Wオートポイヱーシス 第三世代システム』










中村雄二郎 (1997) W 市~Î語集耳』
『学ぶ力を育てる授業づ
(1977) I教授学習過程研究におけるシステム的アフローチJ教育工学研究成果
博 (1990) W 中央公論社











1 .プロトコー )(.， .アプローチによる授業コミュニケーション研究
南部昌敏
プロトコール運動 (protocolmovement or protocol materials movement)は， 1970 


















































































T4 応答の要請 S4 
修正フィードパック S 5 
確認 S 6 
受容 S 7 
肯定的個人判断 S8 
S9 
解明 S 1 0 
要請への応答 S 1 1 
情報の提起 S 1 2 
S 1 3 
沈黙による隠された活動 S 1 4 






に関する T 1 1 
行動 T12 



















動のカテゴリーを，さらにサブ・カテゴリーに分ける(たとえば，表 1のT4を， T4a， 
T4b，に分ける)とともに，あまり重視しなくともよい行動領域のカテゴリーを一括
























































































































































































































































































































































































教授行動の選択系列として Si， i を再検討することにより等教授行動のレパートリーを














































































































































C."帯広く見える l~JJ弘たて:よこ. 2 : 3， :3: 4の関}訟を取りあげる。
総長1ミの枚方をいろいろ考えましたが、どれが‘苦手ょいと恕いますか。その1fI!rtlをあげてください。
そのときの授業の流れはどのようになりますか。
































課題14. 15分のところで 短い杭間巡視があります。この機能を少なくとも 3つ書いてください。













































































































































































































































































































投開2 3教師で， 40秒ぐらいおいて， Iそれで今度はね，もっと大きな前を出して読んで、ください。
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工学会第5UJl大会議議論文集.pp.17ト172















)j: J.:YerY: (1991 a)教絞行動の選択系列のアセスメントによる綬業研究Ji去の開発(18)-r跳箱論争j










)I:J~. 光洋(1993b) 船F.ï'~美子の盟諸授業尖をもとめてーレオナルドの f最後の晩餐~J の分析.
東京学宗大学紀l現第i部門，第44集， p. 104-125 
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pp.25-41 






JI: J:光洋(l995c)斎藤寝静の横[]綬業 f山の子ども iの模擬・復元.東京学23大学紀要第i部門，
第46集.pp.285-309.平成71ド
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6) 古的静夫 (1988)授業における教師の意思決定モデルの開発.日本教育 L学雑誌‘第12巻，第2号令
pp.51-59 
7) Shavelson and Sternのざう教授ルーチンに近いもであるが，ここではルーチンfとをす
-139.-
る必要はない。 Shavelson，R.].andStern， P.(1981) Research ontjeachiel叶)edagogicalthoughts. 
judgments， decisons. andbehavior.Reviewof Eductional Research.， .li， pp.455-496 







13) 斎藤将博 0977"'-'79) 介入授業の記録 (J~. • tf!・ド・統・続々). ...読書tjJ
14)横須賀蕪 (979)斎藤高博はなぜ介入するか.教授学研究9，pp.27-41 
15)前掲の井上 (1990a)
16) 前掲の Jf:.J~. (1990け において，箱石泰和(1979)斎藤高博の f介入授業』の教育的意義.現
代教育科学， 10月号 には.教授行動の選択という授業研究における重要なキーが欠落
していると指摘している。












































































































































































































































































































































































































































































































































































現行力リキユフム 内容 能力 視点 能力 4動月)の当想初定の遊び(活 そrJの(活他動の)遊 1 く内容〉 の(
1 好きな遊びの く中で好〉きな遊びの
中で存分に身体
を動かす楽しさ①身体を存分 ①楽しさを昧①健蔵 ①心情 ①山の滑り台、アー①好きな遊
や、発見したり、 に動かすこと わう チの上り下り、サッ びではないと t




②発見したり試②面白さを昧②総合 ②心情 ②虫・花、砂・土遊②ダンボ，" I 
したりして遊ぶこ わう 的 *情緒(説造 び、①の全部、パソ jレ・ダンポー
と 性) コン、ままごと、乗り jレカッ舎一・ ( 
*認知 物遊び、楽器遊び、 油性マジック/
粘土の型鍍き で製作
2 新しい遊びゃ く新しい遊び・自 ①山の滑り台、アー ①新しい遊
自新しい遊具・用 新しい遊具用具 チ の上り下り、 異でないとこ(




いろな友達との ①いるい主主友 ①見たり、話①父;荒・ ①行為ゅ心 ど、箱型木琴)、ダンかかわりを楽し ボール・ダンボール






3 山や滑り台、 ①目新しい毘定 ①使う ②意欲 ①②山の滑り台、 ②鬼ごつ」・
アーチ型木製遊遊具(山の滑り i アー チのより下り、 はしりっこ・
具などの自新し 台・アーチ型木製 ②戸外で元気 ②鍵康 本知覚・運動 ティンI~ーフォーム サッカー ・砂
い圏定遊具を 遊具) に遊ぶ 域型の上り下り 場虫取り ( 
使って、戸外で元
気に遊ぶ。
4 草花を毘た ①草花 ①見る ①②③ ①チューリップ・パン
り、拾ったり、遊 自然・科 ジー、桜の花びら、く
びに取り入れた 入遊れびるに取り サふふん すのきの葉、ポブう
り、虫を捕まえた
1(2)虫 @捕まえる の花柄、クヌギの花・り、絵本や図鑑を 花柄、スイセン・芝
1(3)絵本や国銀 (3)見る
見たりして、色や ④色や形や動 生・雑草・タンポポ・ヒ ②虫ではな形や動き方の特 き方の特徴 ラドツツジ・フジの花 いが、金魚、
徴や、あったり、 や、あったりい ④*認知 ②アリ・ダンゴ虫・ ウサギ、小 ! 
いたりする場所な たりする場所 蜂‘蝶・ハサミムシ・ 鳥、めだか
ど、いろいろなこ など、いろいろ 毛虫・力ナブンなどとに気付く。 なノことに気付 の虫、
5 遊びの中での く遊びの中で〉 ①友達とトフブル
思ったことや、集 ①国ったこと・集 ①話し合う ①交流・ (;¥ソコン、滑り台
団生活をするた 毘生活のきまり 政治・替 などの|瞭番、ルー
めの必要なきまり ②決めたことを ②守る ザ持... ー ③意欲・態度 ル)、片付け方、片
について話し合 i ②政治・ 付ける、片付けない
い、決めたことを③題生活を ③自分違でし 哲学 *社会-情緒 など・・、
守り、自分遼で閤 ょうとする ③政治・ (相互影響・ ②次の活動のため
生活をしようとす 哲学・交 量、創造性) にどうするか、物を










! こしたりしている。 i1 
自然に関広亨}yムシやミノムシパツ夕、媛を探したり矧 10自分の捕まえた虫を友達や先生に見てもらうことけ
する遊びiまえたりしようと探している。 1i を喜んでいる 1I
!合織まえた虫やザリガニをえたり触ったりしで110バッタが大きくなっていることや、ハサミのないj!
i いる。 ザリガニがいることなど、自分のえつけたことを!















2さF-1保育4歳児もも 2総(男児女 16 計34名)臼案



























































iす 10保苦寄干室室Eにやつてきた幼児にすくぐ.に声をかけられ、持ち物の始末をせずに飼苦育干物…L悦 iに…l卜.鞄と甲慣富子をかける ! 迎える包
10幼児ひとりひとりと挨拶を交わしたり、教師に伝えたいことがある幼児の話をi
間き、伝えたい気持ちを受け止めたりしながら、身体や心の状態をつかんでお1























































ー ? ? 。
原場祭面 子ど子どもの実態 1
5糧問主の事実 FB . FFJ{ 
現符カ 具体的なねら 手だて 1 汚Jbの 渇丹野 対象 子ど 子どもの事実(状況} 事実(状況)の解釈(幼児 学ぴ FB 子ど 子どもの実態2 渓 f子力 具体的なねら 手立て2 常勤の 場所 対重臣
もの リキュ い1 1軍事耳 111 l もの 理解} もの リキュ い2 沼類2 12 z 
名前 ラムと 名前 FF 名前 ラムと
1 の対応 の罪事Z の対応z
1 態
水簡を fお母さんが持って帰 本!創立自分がして欲しいと 自分の荷物は色分 新規 自分の怒い巡り 1;: 気持ちを切り 気持ちを切り いつで どと なん
ってし象った‘~努して欲し 患ったことを我慢するとと で忘れないように ならないことに我 容えで次のこ 替えられるよも でも でも
いj と教自革1;:雷いlこ来る.み がなかなかできに〈い幼児 もってとなけれ 慢ができずに、気 とをしようと うに今8しも
んなが今幼稚慨に来ていると であると錠えていた.本!尽 ぱ.Sれでもa分 持ちが切り替えら 思う 一緒¥;:::考え、
きで若手育案から鈴れられない の性格と、忘れ物をしただ の思うようにはな れないことがあ 我慢ができた























塁塁側 持ち物の始末をし 先に持ち物の 持ち物の始末 身辺登飼育 飼育 飼育効をおいているコーナー 幼児は持ち物の始米を先1;:持ち物を先に始末者自然 原案源泉iこ向U J1{衆 1こJ1{来1こ殉じ 自臣家iこ閉じ 原mじ案 1;: 躍1こ草 案問Z罪集
ないで、女漫のし 始来をする から気がそれ理 物を物 で立ち止まり.見ようとす しなければならないことは してから遊ぶこと 1;:1'J 同じ !こ何
ている ζとや鱗宵 たときに声を おい 得予 る. .聖書市古~ r おはよう j と戸 分かつているが、総かがザ を思いおし.先1;: じ じじ
物が気になってい かける てい鞄 をかけると. rおはよう j と リガニや虫を見ていると自 すませたほうがい
る幼児がいる る係 速溜 選事する.rカパンを片付け 分も~になってみてし窓う いと思う.
jf~誼 ノー てからみょうねj と雷って字 ことがあるが、殺鰯からの
の入ト を取り保育窓1こ向かわせると 声がかかるととで、本来す
り口 タオ 8分で用意する. るべきことを思い出せたよ
!全員
付近 Jレ うだ.
itlら望書 砂h時の側!と砂嶋i軍6 JlI すぐに滋ぴ出 砂場の遊興や 砂.之、 濁鷹 砂織 f;場1こ穴を樋りじ止うろで水 紗織の穴1;:水が滞家るが、 砂織の穴1こ水を入 継続 原~ 原案1こ問じ 源泉 1;:語訳祭に1胃じ 原案に同じ 日聖書主に 原案J1{来
んで行 Aを埋まいてお〈時 す 廃材を砂場の 水を使 の砂 のiJ を入れる.水が?宙定るが砂の その水がな〈なってい〈の れると‘少しずつ iこ肉 !殉じ !胃じ に向 ¥;: l1'J 
う活動 と贋いていないと iI < 1;:d置いて った i庭場付呉 中1;:~置い込まれて水がな〈な をじっと見入っており、 E百水がな〈なってい じ じじ


































































































能力 三ロ刃d色、 矢口 技 ム日七E i情 意


























分すえ て縫、 授れにしよ ると、目標jの述る てい
I (¥Qam5ζ~こ責れ意まのらたは、回す線先べを生立ては積てど定らん面れなのたこの目と標でをです考かしえ。ょてかこ:1
華喜 Oえ話る題こやとカ際Tで鐙きにるな。っていることを大まかにとら O 後そら続のえ語関る、ー指と示がfそ語でこなきjどる「を手がかりに文、 段落関係を 。文章2家主主長自5存15tsbき|
19IJと「 係、~j 。このようにJrそのことJ
E言
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の受講者は228人でした。金曜日の 5時間 教護の物理的艶弼 S:学生
目、大教室で私が使ったのはノートパソコ 任教授

























































































































































































































1) Religion and Feminism 
2) Religious Experience 
3) Religion and Morality 










































-4参照)0 fお願いだから、それをもっと砕いてくれj というと、 fReligionand 
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者J8!υI luitt~ ~真由i 教育[1擦の長山s-:$'スクソアナリシス
7月 滋)1口i 備手 シーケシシング教育のti跡J No，41燃の)I;.Jf分とガニエのタスクアナ11:/ヌ





























































































































































「暗黙知(ボラニー， 1966 野中郁次郎， 1990) 



























































































































客体軸 バター 混沌 変換
ン
主体軸 オヘ。レーショ 適応 方略
/ 
実践軸 最適化 安定性 Aナ~臼3刃
認知軸 ;寅 束事 帰納 発想
評価軸 効率 信頼性 柔軟性
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MACETOモデル
教師の介入と掻助
教える行轟
創造的麓献
学習者の意欲と努力
(4人身X4脚)X3091J 学習空間の設計
教室の物却.的配タj
?????? ???????
表判断命題および説明命題の一部
己評価ならびにグループ内での棺互評価を信頼度の高いものにするためには，評価基準を明確に示して，長期にわ;
たって評価を繰り返し実施して習積化することが重要で、ある.
f教える教育jにおいでは教育目標と指導計画が重要で、あり，教育成巣i正子ヌトによって評価さi";..T学ぶ教育J"'iと;
おいては，学ぶ意味から出発し学習計画が重要で、あり，学習成果はポートフォリオによって評価されることを対比す;
:ることは，両者の特徴を理解するのに有効で、ある
:授業の最終日標を明確にするためには，最終のレポートのテーマと評価基準と評価方法をコースの早い時期に提示す;
、ることが有効である.
方面長正:苧管内容芝方j去を学生;ごまかせて面由度を天ぎとするE，学習成果{最終作品，報告書，レポニ下など)は優
iれたもの(独創的な作品やレポートなど)と劣ったもの(おざなりなレポートなど)との格差が大きくなる.
方略日:学習内容と芳:法"の自両度を小ぎてするを平均的な学習成果お期待できるが独創的。議巣iま安なくなる:ι
方略C:独創的な学習成果を期待しながら，劣った学習成果の数を少なくするためには学習過程に特別の内容〈
の配慮が必要である.
:評価ます象芝なる叢終レポートあ作成を，教師への報告といろまりも在会的に通期する報告書作りという枠組瓦で進め
;たほうが，レポート作成に真剣に取り組む.
苧普設計の指導にあたつでは，絵イメージ，概念(キニ弓ード)と図式表示，モデル化，仮説命題の生成という系列に i
i よって指導することによって 仮想授業の設計能力を形成することが可能である.
-206-
